
うちの郷土料理
  次世代に伝えたい大切な味

（令和７年８月号）

「米に関するマンスリーレポート（マンレポ）」とは
⇒ 米に関する価格や需給の動向に関するデータを集約・整理し、毎月定期

的に公表しています。需要に応じた生産・円滑な米取引に役立てていただ
くことを目的としています。

【利用上の注意】
１．原則として毎月中旬公表。公表日の２営業日前までに入手可能なデータを反映しています。
２．内容については、必要に応じて項目の追加・削除などの変更を行うことがあり得ます。

米に関するマンスリーレポート

データはどう読み解けばいいの？
そんなときは、「ここが分からない！マンレポ」をチェック

https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/manrepo_kaisetu.html

出典：農林水産省「うちの郷土料理」

詳細情報を裏面で紹介

茨城県 五目いなりずし



主な伝承地域

県内全域

主な使用食材

油揚げ、米、人参、ごぼう、しいたけ

うちの郷土料理
 次世代に伝えたい大切な味

歴史・由来・関連行事

食習の機会や時季

飲食方法

出典：農林水産省「うちの郷土料理」

茨城県 五目いなりずし

茨城県では、1年を通じて温暖な気候と豊かな水質を活かして、古来より農業が営まれてきた。白菜、れんこん、ピーマンな

ど、全国トップクラスの産出額を誇るものも数多く、野菜から肉にいたるまで実にさまざまな食材がつくられている、まさに

“農業県”である。地元でとれる農産物を使った郷土料理として「五目いなりずし」も長年親しまれている。

特に笠間市では、日本三大稲荷の一つとしてあげられる笠間稲荷神社が鎮座していることから、古くから市民や参詣客に

「五目いなりずし」を振る舞ってきた。現在もまちをあげて盛り上げている。「笠間いなりずし」の特徴は、”五目”といって想

起する、人参やごぼう、しいたけといった具材に加え、地場産のそばやくるみ、舞茸など、幅広い食材を使うことで知られる。

色とりどりの具材がのったいなりずしは、とても華やかである。

年間を通して、さまざまなシチュエーションで食べられている。大人はもちろん、子どもにも人気の料理である。

油揚げは油抜きし、砂糖、みりん、醤油などの合わせ調味料で煮立たせ、味を馴染ませる。人参やごぼう、しいたけと

いった具材は食べやすく千切りなどにして炒め、味をつけたら、ごはんに入れて均一に混ぜる。油揚げの中に具材を混

ぜ込んだごはんをしっかり詰め、口の部分を上にして中身が見えるようにお皿などに並べていただく。

アレンジは非常に豊富で、米を炊く際にもち米を少し混ぜておこわのようにしたり、夏は枝豆、冬はぎんなんなどを入れ

て、季節感を味わうのも楽しい。また、茨城県は全国のそば職人から高い評価を得ているブランド品種、「常陸秋そば」

の産地でもあることから、そばを使ったアレンジも人気である。

材料（４人分）

・油揚げ 200g

・【A】みりん 小さじ1

・【A】だし汁 2カップ

・しいたけ 80g

・ごぼう  80g

・さやいんげん 40g

・油  大さじ1

・【B】砂糖  大さじ1

・米  320g

作り方

１ 油揚げは1枚を2つに切り開き、湯通しして油抜きをし、Aの調味料で煮含める。

２ 人参、ごぼうはささがきにし、ごぼうは水につけてアクを抜く。糸こんにゃくは3～4cm長さに、しいたけは千切りに

する。

３ 鍋に油を熱し、2の材料を入れて炒め、さらに手で割いた舞茸を加え、Bの調味料で味付ける。

４ 普通に炊いたご飯に3を入れ、均一にまぜる。

５ さやいんげんはゆでて千切りに。1の油揚げの中に4を入れてきっちり詰め、油揚げの縁をたたんでかたちを整え、

白ごまと千切りのさやいんげんをのせる。

※レシピは地域・家庭によって違いがあります。

・【A】砂糖 大さじ3

・【A】醤油 小さじ3

・舞茸  80g

・人参  80g

・枝豆  80g

・糸こんにゃく 80g

・【B】醤油 大さじ2

・【B】酒  大さじ2

レシピ提供元名 : 「いばらきの味ー郷土料理献立集食・彩・百・景」（協力／茨城県食生活改善推進員協議会）



１　米の基本指針（令和７年７月30日公表）のポイント 特集-1

２　検証のために行った追加調査等の結果について（抜粋） 特集-3

３　水田における作付意向について（令和７年産第３回中間的取組状況）（令和７年６月末時点） 特集-7

１　米の民間在庫情報

１　民間在庫の推移

　農林水産省（農産）ＨＰ https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/aitaikakaku.html

  （１）全国段階の民間在庫の推移（うるち米）（速報） 在庫-1 Excel

　（２）産地別民間在庫の状況（速報） 在庫-5 Excel

　（３）令和５・６年産の産地別民間在庫の推移（うるち米）（速報） 在庫-6 Excel

２　米の価格情報

１　相対取引価格・数量

　農林水産省（農産）ＨＰ https://www.maff.go.jp/j/seisan/keikaku/soukatu/aitaikakaku.html

  （１）年産別の相対取引価格（速報） 価格-1

　（２）令和６年産米の相対取引価格（速報） 価格-2

　（３）相対取引価格・数量（令和６年産米、産地品種銘柄別、令和７年７月分）（速報） 価格-4 Excel

　（４）相対取引価格（月別・年産平均価格）（令和５・６年産米、産地品種銘柄別）（速報） 価格-6 Excel

２　米取引関係者の判断（米穀機構による調査、令和７年７月分） 価格-8

　米穀安定供給確保支援機構ＨＰ https://www.komenet.jp/

３　米の契約・販売情報

１　事前契約（播種前契約）の取組状況

  （１）近年の事前契約（播種前契約）数量の推移 契約-1

  （２）令和５・６年産米の産地別事前契約（播種前契約）の取組状況（速報） 契約-2 Excel

２　令和６年産米の産地別契約・販売状況 契約-3 Excel

（累計、うるち米、令和７年６月末現在）（速報）

３　令和６年産備蓄米の政府買入入札結果 契約-6

　農林水産省（農産）ＨＰ https://www.maff.go.jp/j/seisan/syoryu/kaiire/index.html

４　政府備蓄米の買戻し条件付売渡し

  （１）入札結果 契約-7

  （２）政府備蓄米の買戻し条件付売渡しに係る流通実績 契約-7

５　随意契約による政府備蓄米の売渡し

  （１）随意契約による政府備蓄米の売渡しの状況 契約-8

  （２）販売状況 契約-9

  （３）随意契約による政府備蓄米の加工原材料用向け販売 契約-10

６　令和７年産水稲の生育状況について（令和７年８月１日報告時点） 契約-11

　　特集

産地別事前契約数量は、米の播種が始まる前に、契約書や確認書等によりあらかじめ取引されることが

決定している数量で、年間玄米仕入量500トン以上の出荷段階（全農等の出荷業者）からの報告を産地別に

取りまとめたものです。例えば、仕入（集荷）計画数量に占める事前契約数量の比率が高い産地では、取引

数量の多くを播種前に契約し、需要に応じた生産に向けた取組が進められていることがうかがえます。

相対（あいたい）取引価格

米については、全農等の出荷業者と卸売業者等との間で、年間を通じて「相対取引」が行われています。

このため、農林水産省では、年間の玄米仕入量5,000㌧以上の全国出荷団体等を対象に、指標となる各産地

の上位２～３銘柄（令和６年産米：118産地品種銘柄）について、出荷業者と卸売業者等との間で数量と価格

が決定された主食用の相対取引契約の価格・数量を毎月調査し、米の取引価格の代表となる指標の一つとし

て公表しています。

各産地の米の民間在庫数量は、年間玄米仕入量500㌧以上の出荷段階（全農、JA等の出荷業者）の在庫量と

年間玄米仕入数量4,000㌧以上の販売段階（米卸等の販売業者の在庫量）を対象に調査し、その合計（出荷段

階＋販売段階）の数値も合わせて公表しています。

集荷数量が概ね確定する1月以降の在庫数量は、販売に伴って減少していくので、その変化を見ることによ

り、販売状況を読み取ることができます。

目 次 （令和７年８月号）



４　消費の動向

１　米の消費動向（米穀機構による調査） 消費-1

　米穀安定供給確保支援機構ＨＰ https://www.komenet.jp/

２　購入数量・支出金額の推移（家計調査）　 消費-4

　総務省統計局ＨＰ https://www.stat.go.jp/data/index.html

３　消費者物価指数の推移　 消費-6

４　小売物価統計の推移　 消費-7

５　米穀販売事業者における販売数量及び販売価格の動向（速報） 消費-8

６　小売価格・販売数量等の推移（ＰＯＳデータ） 消費-9

５　輸出入の動向

１  米・米加工品の輸出実績

（１） 米・米加工品の輸出実績の推移 輸出入-1

（２） 商業用の米の輸出数量及び金額の推移 輸出入-2

（３） 2024年の米の輸出実績の主な増加要因 輸出入-3

（４） 米菓の輸出数量及び金額の推移 輸出入-4

（５） 日本酒（清酒）の輸出数量及び金額の推移 輸出入-5

（６） パックご飯等の輸出数量及び金額の推移 輸出入-6

（７） 米粉の輸出数量及び金額の推移 輸出入-7

（８） 米粉麺等の輸出数量及び金額の推移 輸出入-8

２　米・米加工品の輸出をめぐる状況と対応方向について 輸出入-9

３　ＭＡ米の輸入数量（輸入先国別及び輸入方式別） 輸出入-11

　農林水産省（農産）ＨＰ https://www.maff.go.jp/j/seisan/boueki/nyusatu/index.html

４　加工原材料用に係る政府所有ＭＡ米の見積合せ結果(令和６年度) 輸出入-12

５　SBS輸入米の見積合せ結果(令和７年度) 輸出入-13

６　ＣＰＴＰＰ・国別枠の見積合せ結果（令和７年度） 輸出入-14

６　主食用米以外の情報

1　加工用米及び新規需要米等の生産状況

  （１）加工用米の生産量 主食外-1

　（２）新規需要米等の用途別作付・生産状況の推移 主食外-1

　（３）令和６年産　都道府県別の生産状況 主食外-2

　（４）加工用米及び新規需要米における多収性品種 主食外-3

　（５）新規需要米における米粉用向け専用品種 主食外-3

２　米加工品の状況

  （１）主な米加工品の生産状況 主食外-4

　（２）令和３米穀年度における加工原材料用米穀の使用状況（推計） 主食外-5

　（３）加工原材料用米穀の使用状況（推計）の推移 主食外-6

３　酒造好適米の需給状況

  （１）日本酒の出荷状況 主食外-7

　（２）日本酒原料米の使用状況 主食外-7

　（３）酒造好適米の生産量 主食外-8

　（４）酒造好適米の需要量 主食外-8

「米に関するマンスリーレポート」では、米に関する価格や需給の動向に係るデータ・情報をより多く
の方に、かつ、より有効に活用していただけるよう、情報の整理方法、提供方法等を見直しました。

また、当省ホームページでの公表に際しては、本編・資料編に加え、カテゴリ別にも整理して掲載する
とともに一部データ資料については、エクセルによる提供も開始しましたので、ぜひご活用ください。



今月の特集①

特集-1

米穀需給の見通し

今後行う検証等を踏まえて検討の上、決定。

米の基本指針（令和７年７月30日公表）のポイント

消費者の方々に持続的に安心いただける価格で米を提供するとともに、生産性向上を通じた持続的な
農業生産により、米の安定的な供給を実現するため、米穀の需給見通しについては、今般の米の価格高騰
の要因や対応の検証等を踏まえ決定することとしています。

備蓄運営

【政府備蓄米の加工原材料向け販売】

【備蓄の運営】

 備蓄米は、備蓄後に飼料用等の非主食用とし
て販売

なお、加工原材料用販売(注)については、前年
産の加工原材料用の国内産米の供給量が大きく
減少し、米加工品製造業者による当年産への切
替えの前倒し及びミニマム・アクセス米への代替
が行われてもなお端境期の供給が不足すると認
められる場合において、当年８月以降の入札に
より行うものとする。

（注）従来から販売している備蓄米のうち精米形
態で保管する米穀の販売を除く。

【前回（５月２８日）】

備蓄米は、備蓄後に飼料用等の非主食用とし
て販売

なお、加工原材料用販売(注)については、前年
産の加工原材料用の国内産米の供給量が大き
く減少し、米加工品製造業者による当年産への
切替えの前倒し及びミニマム・アクセス米への代
替が行われてもなお端境期の供給が不足すると
認められる場合において、当年８月以降に行う
ものとする。

（注）従来から販売している備蓄米のうち精米形
態で保管する米穀の販売を除く。

【今回（７月30日）】

令和６/７年の備蓄運営

令和６年産米の備蓄米としての買入契約数量
は 17 万トンとなりました。

備蓄米の年産更新については、適正備蓄水準
が 100 万トン程度（６月末）であることを踏ま
え、保有期間が一定の期間を経過している米に
ついては、必要に応じて品質確認を行い、９万ト
ンから 17 万トンまでの範囲内で非主食用に販
売することとします。

【前回（５月２８日）】

令和７/８年の備蓄運営

令和７年産米の備蓄米としての買入れは、需
給状況にかんがみ、当面中止するとともに、買
戻し条件付き売渡しに係る買戻しについては、
行っていませんが、需給環境が大きく変化し、買
入れ又は買戻しの環境が整った場合には、備蓄
水準の回復に向けて計画的に行うこととします。

また、備蓄量については、現在行っている主食
用としての備蓄米の売渡予定数量（81万トン）
及び加工原材料用としての備蓄米の売渡予定
数量（7.5万トン）を全て売り渡した場合、7.5万
トンとなります。

こうした状況を踏まえた令和７/８年の備蓄運
営については、今後行う検証等を踏まえて検討
の上、決定します。

政府備蓄米の加工原材料用向けの販売について、入札のほか、随意契約による販売が可能となる見
直しに加え、令和７/８年の備蓄運営として、買入れ又は買戻しの環境が整った場合において、備蓄水準
の回復に向けて計画的に行うこと等を定めております。

【今回（７月30日）】



【令和６/７年の主食用米等の需給見通し】
（万トン（玄米））

【令和７/８年の主食用米等の需給見通し】
（万トン（玄米））

＜今後検証＞

注１： 上記の見通しは、国内で生産された主食用米等の需給見通しであり、
ＳＢＳ方式による輸入米は含まれない。

注２： ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。

※数量は玄米ベース
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〇令和７年５月時点の主食用米等の令和6/7年及び令和7/8年の需給見通し

153

679

832

711

157

令和７年５月 基本指針 現時点でわかっている値

＜令和6年6月末民間在庫量（確定値）＞
※1 　このほか全届出業者（7万業者）を対象とした調査の
     在庫量６万トンが存在

＜令和6年産水稲の収穫量（主食用）（確報）＞

＜令和6/7年主食用米等供給量計＞・・・・①
※2　このほか政府備蓄米３６万トンを供給（注3） ・・・・・・②

・・・①＋②ー③

＜令和７年6月末民間在庫量（注4） ＞・・・・・③
（政府備蓄米１２万トンを含む）
※3 　このほか全届出業者（7万業者）を対象とした調査の在庫量
　　　６万トンが存在

【数量は、今後行う検証等を踏まえて検討】

157

735

892

・・・・・③

＜令和7年６月末時点の主食用米の作付意向 ＞
　（136.3万ha→　735万トン（対前年＋５６万トン）） （注5）

＜令和7/8年主食用米等供給量計 ＞
※４　このほか政府備蓄米２５万トン（６月３０日時点）を供給
　　予定（注６）

注３： ６月末までに供給された政府備蓄米36万トンは、入札による備蓄米：
３１万トン、随意契約による備蓄米：5万トン。

注4： 6月末の民間在庫量は、年間取扱数量500トン以上の業者（販売・
出荷段階）の在庫量に「生産者の米穀在庫等調査」の対前年増減率等を
基に算出した在庫量を加えたもの。

注５： 令和７年産米の生産量は、主食用米の作付意向１３６．３万haに平年
単収539㎏/10aを乗じたもの。

注６： 政府備蓄米の供給予定数量25万トン（６月３０日時点）は、全て随意
契約による備蓄米。
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今月の特集②
検証のために行った追加調査等の結果について（抜粋）

特集-3

〇 既に毎年の報告徴収対象者となっている年間取扱数量500玄米トン以上の集荷業者及び卸売
業者等に加え、これらの業者を除く食糧法に基づく届出業者（20精米トン以上を取扱う者）の全て
（約７万業者）を対象に、令和５年７月から令和７年６月の在庫数量等の調査を実施。

〇 これらの業者の令和６年７月から令和７年６月の年間取扱数量は、仕入数量ベースで869千玄米
トンと、前年（令和５年７月から令和６年６月）に比べ26千玄米トン増加。

〇 在庫量については、これまで調査対象としていなかった500玄米トン未満の業者にも一定の在
庫が存在。

 令和７年６月末で63千玄米トン（農業者・農業生産法人を除けば57千玄米トン）で、令和６年６月
末の63千玄米トン（農業者・農業生産法人を除けば56千玄米トン）に比べ１千玄米トン増加。

１ 全届出業者（７万業者）を対象とした調査の結果について（速報）

米価高騰の検証のために行った追加調査等の結果についてお知らせします。

〇本特集に掲載の調査も含め、全ての調査結果は、下記URL又は
右のQRコードから確認できます。
https://www.maff.go.jp/j/syouan/keikaku/soukatu/attach/pdf/r6_kome_ryutu-250.pdf



〇 生産者の在庫数量等について、618客体に対し、聴き取り調査を実施。
○ 生産者の出荷数量のうち、ＪＡ系統などの集荷業者への出荷数量は前年産に比べ約２千玄米トン減
少する一方で、生産者の直接販売等は約５千玄米トンの増加。

○ 令和７年６月末時点の生産者の在庫量は、前年産に比べ、59玄米トンの減少。

２－１ 生産者の在庫数量等に関する聴き取り調査の結果について
（618客体に対するサンプル調査）

○ 生産者の在庫数量等調査の結果から、2020年農林業センサスの作付規模の階層別作付面積の
シェアを用いて、生産者全体の在庫量等を推計。

○ 生産者の出荷数量のうち、ＪＡ系統などの集荷業者への出荷数量は前年産に比べ34万玄米トン
減少（前回調査では31万玄米トン減少）する一方で、生産者の直接販売等は49万玄米トンの増加
（前回調査では44万玄米トン増加）。

○ 令和７年６月末時点の生産者の在庫量は、前年産に比べ、前回調査（１月末時点）の９万玄米トン増
から0.3万玄米トン増に減少。

２－２ 生産者の在庫数量等に関する聴き取り調査の結果について
（全国の在庫量等の推計）
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特集-5

○ これまでは報告徴収の対象ではなかった小売業者、中食・外食業者、食品製造業者を対象とする
にあたって、具体的な規模規定などの制度設計のために、業界団体、大手業者等へのヒアリングを
実施。

○ 食品製造業者以外の業者については、原料米の仕入形態はほぼ精米であり、自社又はグループ
会社が卸機能を有している業者等（卸売業者として報告徴収の対象となっている者については、玄
米ベースで在庫数量等を把握。）を除き、玄米による仕入、在庫保有はなかった。

○ また、これらの業者の精米在庫については、小売業者であれば店頭陳列分、中食・外食業者であ
れば１～３日程度の使用分がある。

○ ただし、自ら精米工場を所有する業者において、数百トンの玄米在庫がある。
○ 食品製造業者においては、年間契約により、玄米ベースでの契約を行っているが、精米で納入さ
れており、実質玄米による在庫を保有していない。

３ 実需者（小売業者、中食・外食業者、食品製造業者）に対するヒアリング
の結果について

○ ヒアリング対象者： 小売業者（３団体、６業者）、中食業者（６団体、７業者）、外食業者（１団体、３業者）、食品製造業者（２団体、５業者）
※ 中食・外食業者を展開している業者はそれぞれでカウント

業態

小売
業者

３団体
６業者

中食
業者

６団体
７業者

外食
業者

１団体
３業者

食品製造
業者

２団体
５業者

卸の販売先数量における
シェア

15.3% 44.6% 23.6% 22.8%

仕入

仕入先
卸売業者

（６者）

卸売業者
（７者）

集荷業者
（１者）

農業生産法人
（１者）

卸売業者
（７者）

集荷業者
（１者）

農業生産法人
（１者）

集荷業者及び
卸売業者

（５者）

形態 精米 精米 精米 精米

予定数量（玄米） /
年

約44万７千トン
（６者計）

約37万９千トン
（７者計）

約13万２千トン
（３者計）

約７万８千トン
（５者計)

契約の有無 なし
長期
契約

スポット

長期
契約

スポット
年間契約

その他

〇卸売業者から事前契約せ
ず、新米の時期に前年実績
に応じている。
〇大手卸売業者から主要産
地銘柄を中心に納入。
〇地方卸売業者から地元銘
柄を納入。

〇ほとんどの業者において
年間契約など、比較的長期
契約により取引。
〇一部業者において、集荷
業者と長期契約している事
例がある。

〇ほとんどの業者において、
年間契約など比較的長期契
約により仕入。
〇需給緩和の場合、端境期
のスポットで比較的安価な
米穀（小売業者の余剰品）が
流通するため、これを見据え
て年間契約数量を減らして
契約。

〇使用する加工用米及び主
食用米について、生産年８
月～12月頃に、集荷業者及
び卸売業者と年間契約した
後、翌年１月～４月頃、精米
として納品され使用。
〇使用が遅くなる理由は、
水分等の品質を平準化する
ため。

在庫

形態 精米のみ 精米のみ 精米のみ 精米のみ

数量（精米） /年
約１万１千トン

（６者計)
約2.7千トン

（７者計)
約0.6千トン

（３者計)

約0.9千トン
未満

（５者計)

在庫状況 ５～10日分
１～３日分
ただし、精米工場を所有して
いる業者は玄米在庫がある。

０～１日分
ただし、精米工場を所有して
いる業者は玄米在庫がある。

精米・数日分

外国産等取扱状況

〇今回の不足により、やむ
を得ず外国産米を販売。
〇今後については、新米販
売価格により、価格バリエー
ションが必要な場合は継続
して陳列。

〇カリフォルニア米を国産と
ブレンドし販売。



特集-6

（参考）生産者への聴き取り調査等を踏まえた令和６年産米の流通の状況について

○ 生産者への聞き取り調査の結果では、生産量が18万トン増加する中で、生産者の出荷量のうちＪ
Ａ系統などの集荷業者への出荷数量は大きく減少（前年同月差▲34万玄米トン）する一方で、生産
者の直接販売や集荷業者以外の業者との取引等は大きく増加（前年同月差＋49万玄米トン）。
⇒流通が多様化していることが明確化

○ 届出事業者への在庫量等調査の結果、在庫量は集荷業者段階で９０万玄米トン（前年同程度）、卸
売業者段階で５１万玄米トン（前年同月差＋１０万玄米トン）、小売業者、中食・外食業者段階で２万
玄米トン（前年同程度）。
⇒集荷業者は集荷量の減少に合わせて販売量も減少させた結果、卸売業者等は不足分を生産者

などから調達

○ 精米歩留りについて、43事業者に対し、聞き取り調査を実施。
○ 令和５年産の精米歩留りは、88.6％。令和２～４年産の平均と比較すると▲1.4％の減少。
○ 令和６年産の精米歩留りは、89.2％。令和２～４年産の平均と比較すると▲0.8％と減少してい
るが、令和５年産と比較すると＋0.6％の増加。

○ 精米供給量には、この歩留りの減少により、令和５年産では10万玄米トン程度、令和６年産では６
万玄米トン程度影響していると考えられる。

４ 精米歩留りの状況調査（事業者の精米実績）の結果について



水田における作付意向について
（令和７年産第３回中間的取組状況（令和７年６月末時点））

今月の特集③

特集-7

令和７年産米等の作付意向（過去の実績との比較、令和７年６月末時点）



水田における作付意向について（都道府県別）
（令和７年産第３回中間的取組状況（令和７年６月末時点））
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